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OUTPUT

事業活動

　荒川化学グループは、植物由来で再生が可能な、地球にやさし

い天然樹脂であるロジンなどの原材料を使用し、化学反応によっ

て社会に有用な製品を多く製造しています。

　製造工程では、投入された原材料が全て製品になるため、副生

環境負荷の全体像（INPUTとOUTPUT）
荒川化学グループでは、事業活動における環境におよぼす影響を正しく把握し、その問題点を明らかにするこ
とで、環境負荷削減に向けた継続的活動を展開しています。

物はほとんど発生しません。しかし、それらの製品は加熱すること

で化学反応を行って製造しているため、多量の熱エネルギーを

使用しています。

エネルギー 原材料 水資源INPUT

電     力…43.0GWh
             （10.9千kl *）
化石燃料…15.1千kl *

合      計…26.0千kl* 

*原油換算

原材料…145.6千t 水 道 水……245.9千m3
工業用水……920.4千m3
地 下 水……385.2千m3

合      計…1,551.5千m3

大　気 水　域 産業廃棄物
CO2…………54.9千t
NOx…………33.7t
SOx…………14.7t
PRTR物質…18.9t

排水量…  683.4千m3
COD………・ 23.1t
SS・…………・7.5t
PRTR物質…0.01t

発生量……16,475t
工場排出量…5,583t
（PRTR移動量）（346t）
最終埋立量……740t

保管

生産活動／研究開発
製品（有形）…273.7千t

出荷
お客様

再使用

回収


